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マルコメ株式会社

マルコメ株式会社（本社所在地：長野市安茂里883、代表取締役社長：青木時男）と

アソビシステム株式会社（本社所在地：渋谷区神宮前3-29-3、代表取締役社長：中川悠介）の

コラボレーションによって誕生した「DJ MARUKOME」が、11月26日（土）、27日（日）に開催

された「MOSHI MOSHI NIPPON FESTIVAL 2016 in TOKYO」にて、DJデビューを果たしました。

DJ MARUKOMEのDJプレイは、その柔和な笑顔からは想像できないほど大胆でテクニカル。

会場中央のYAGURA STAGEを囲む多くの外国人ギャラリーからも大きな歓声が贈られました。

～マルコメ×アソビシステム 新たなコラボレーションが始動～

マルコメ君が「DJ MARUKOME」として

「MOSHI MOSHI NIPPON FESTIVAL 2016 in Tokyo」でDJデビュー！

味噌汁のごとくフロアを温める！

DJ MARUKOME と 特設ブース・DJ MARUKOMEの部屋

当社は、日本独自の文化“HARAJUKU CULTURE”を国内外に発信するアソビシステム株式会社と

コラボレーションし、当社イメージキャラクターの「マルコメ君」も、音楽を自在に操るDJ（ディスクジョッキー）

アーティスト「DJ MARUKOME」としての活動を開始しました。

DJ MARUKOMEは、11月26日（土）、11月27日（日）に東京・渋谷区の東京体育館で開催された

「 M O S H I M O S H I N I P P O N F E S T I V A L 2 0 1 6 i n T O K Y O 」 の メ インア リーナ中央にある

Y A G U R A S T A G E （ や ぐ ら ステージ ） で 、集まった大勢のギャラ リーを前にデビューを飾 り 、

アーティスト活動のテーマである 「和と洋の融合」を全身でアピールしました。

また、会場には特設ブース「DJ MARUKOMEの部屋」を設置。ターンテーブルをはじめ、愛用の機材も公開され

「WATER（水）」や「DAIZU（大豆）」、「KOJI（糀）」、「SALT（塩）」のレベル調整機能、さらに「Tofu（豆腐）」や

「Daikon（大根）」、「Negi（葱）」などの材料スイッチを備えたDJミキサーは、特に注目を集めました。

和と洋の文化、そして味噌汁をこよなく愛するDJ MARUKOMEの世界観が肌を通して伝わってくるスペースでは、

多くの来場者が笑顔で記念撮影を行いました。
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情熱的かつテクニカルなパフォーマンスにギャラリーも大興奮！！



アソビシステム株式会社 代表取締役社長：中川悠介

誰もが知っているマルコメ君の新しい取り組み！自分たちが小さい頃から馴染みのあるマルコメ君の今後に
期待しているとともに音楽を通して更に味噌の魅力をつたえていくことができればと思っています。 マルコメ君が
ワールドワイドで活躍できるDJになるべく一緒に頑張っていければと。これからの活動に期待してください！

マルコメ株式会社 代表取締役社長：青木時男

昭和30年代に、「これからの日本を担っていく子どもたちに美味しいお味噌汁を飲んでもらいたい」という思いから
生まれた、マルコメ君。マルコメ君は誕生以来５０年以上にわたり、私たちマルコメの顔として社内外問わず
愛されてきました。そのマルコメ君が、このたび原宿カルチャーを世界に発信するアソビシステムからDJデビュー
する運びとなり、驚き半分、私自身とても楽しみにしております。味噌と音楽のコラボレーションで、国境を越えて、
お味噌汁の新しい可能性を切り開いていく。今回の取り組みが、味噌の魅力を再発見できる機会になれば
幸いです。何よりマルコメ君のDJプレイ、期待しております。

DJ MARUKOMEについて

フロアで踊るように、具は味噌汁のなかで踊る。Miso meets musicから生まれた
突然変異。和のグルーヴとフューチャーテクノの合わせ味噌。そこに隠し味噌で
クラフトワークをひとさじ。コマーシャルソング「 ♩マルコメ〜マルコメ〜 」の

ダンスリミックスはもちろん、EDMなら、Enjoy Dance with Marukome的な。
今夜もディスクとお玉を回して、フロアを温める！

報道関係者様
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マルコメお客様相談室

0120-85-5420

月～金 9：00～17：00
（土・日・祝日・お盆・年末年始を除く）

お客様

からの

お問い合わせ先

DJ MARUKOMEのデビューステージ

YAGURA STAGEの壇上に登場したDJ MARUKOMEは、大きなアクションをまじえて、まず大勢のギャラリーに
あいさつしました。
ミュージックスタートのポーズをきっかけに会場を響かせた曲は、誰もが知っている「あのリズム」。DJ MARUKOME
の軽やかな動きに合わせ、身体でリズムを刻むギャラリーの多くが、笑顔で「マルコメマルコメ」と口ずさみます。
DJアレンジされたマルコメのテーマは、和太鼓演奏とのコラボレーションにより盛り上がりも最高潮に。披露したのは
わずか1曲でしたが、DJ MARUKOMEの名を世に知らしめるデビューとなりました。

＜参考情報＞

マルコメ株式会社 広報部PR課
担当：須田、尾田

お問い合わせフォーム

https://inquiry.marukome.co.jp/webapp/form/16313_ldy_71/index.do

